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7 外傷の IVR
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【要旨】鈍的外傷に伴 う腹腔臓器損傷は重篤な

状態 で あるが,特に持続出血を伴 う場合は早急な

対処が必要となる場合が多い.近年は CTの普及

り,動脈性出血が見られた場合に 王VRが治療選択

肢のひ とつとしての役割を担 うようになって き

た.カテ-テル,マイクロカテ-テル,塞栓物質

などの器具の発達 もあり,従来よりも精度の高い

治療が可能 となっているが 凋豊的な方法や適応

を含めて当院での TVRの実例および IVRの限界

に関 して紹介する.
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当院は2006年 11月 1日に新病院へ移転 し,莱

命救急センタ-が併設 となった.今回,移転後の

腹部外傷緊急手術の状況をまとめ,旧病院との比

較を してみた.2003年4月から2006年 10月ま

での旧病院での腹部外傷緊急手術は 10例.病院

到着からfA術開始までは 姻7.3分,輸血開始まで

が 284,0分.2006年 11月から2010年12月まで

の新病院での腹部外傷緊急 手術は 21例,交過井

傷 15例,割腹自殺 射列,その他 2例.病院到着か

ら手術開始 までは 261.3分,輸血開始 までが

156.9分.輸血開始 までが有意に短縮できた.救

急 単の受け入れ増加に伴い,緊急手術症例 も増加

している.交通事故を始めとする高エネルギー外

侮に対して,緊急手術体制,緊急輸血体制が重要

と考えられた.
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蟻 的 】外傷性酵損傷 Ⅲ型に対する当科の手術

治療成績 を検証 し,治療戦略を再考する.

E方法 】 旦999年 糾 音以降,手術治療を要した 7

例 を対象と し,その診断,治療内容,予後を検討

した.Ⅲ型損傷の うち,義輝管損傷を有するⅢb

型には肝切除を行う方針で臨んだ.

【成績】肺損傷はCT検査6例,術中検索1例で

診断. 盲三酵管損傷の有無は術前の CT検査5例,

ERCP検査 1例で診断.術中に最終的に判断 した.

ma塑 2例は縫合王J二血 1例,ネタロゼク トミ一 ･

ドレナ-ジ1例により,輝 を温存.tub型5例に

は肝切除 (酵頭 仁二指腹矧珠 1例,酵鈎部切除 1

例,輝体尾部切除 1例,輝尾部切除 2例)を施行

した.術後合併症を5例に生 じ,再 開 …接 1例に

蟹したが,20-76日 で 全例退院.その後,社会

生活に復堀 している.

摘言語】外傷性肺損傷 Ⅲ型において,主群管損

傷の有無を的確に診断 し,手術術式の選択に繋げ

ることが良好な fT後をもたらすと思われた.

川 三次救急医療施設における腹部外傷治療成

績

狼藤 棚 ･大谷 哲也･桑原 史郷

里川 明大･l油日 1lI=II.I･池野 ;;,I.L-(,;,L

岩谷 昭 ･横山 湛行 .山崎 俊幸

片柳 憲雄 ･贋瀬 保夫*

新潟市民病院消化器外科

救命救急センタ-*

当院における腹部外傷治療成績 について報告

する.

【対象と方法】過去42か紺青馴二救命救急センタ

-を受診 した腹部救急疾患は 6,562例で,このう

ち入院治療を要 した腹部外傷 128例 を対象とし,

管腔 ･実質臓器損傷の 2群に分け治療成績を検


